
――主な活動について教えてください。
　主な活動としては、定期演奏会が年に２回あって、その練
習としてパートごとに合わせたり全体で合わせたりというこ
とをしています。全体での練習は定期演奏会前だと週に３回
あり、それに加えて個人練習もしています。新型コロナウイ
ルス流行前には、それ以外の時期に全国各地で演奏会をした
り、各々でアンサンブルを組んで楽しんだりしていました。
――練習はどこでしていますか？
　吉田南構内にある学生集会所で主に練習しています。コロ
ナの前は24時間開いていて、深夜に行っても誰かが個人練
習しているという状態だったそうです（笑）　今も開いてい
る時間はそこで多くの人が熱心に練習していますし、他にも
京都市の施設を使わせてもらったり、鴨川沿いで練習したり
している人もいますね。
――初心者でもついていけますか？
　経験者が多いのは確かですが、大学から新たに楽器を始め
た人も３割ほどいます。私も大学に入ってから今の楽器を始

代表の方にインタビューしました！

定期演奏会の様子

皆さんは京都大学に学生によって結成されたオーケストラがあるのをご存じですか？ その名も「京都大学交響楽団」、
通称「京大オケ」。昨今は音楽のサブスクリプションサービスが流行していますが、そんな今こそ学生オーケストラの至
極の演奏に耳を傾けてみるのはいかがでしょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（月影・一竹）

作曲の背景を知るとハイドンのユーモアが、現代においても
なお聴衆の心を強く掴んで離さないように思われる。
　休憩を挟み、ブラームス作曲「交響曲第２番　ニ長調　
Op.73」。奏者の方からは、コロナ禍で恐らく合奏をすること
さえままならない状況が約２年間続いた中、ようやく実現に
こぎ着けた演奏会を心から楽しむ様子が伝わってきた。コロ
ナ禍を経て十分すぎるほど認識させられた、合奏ができるこ
と、演奏会ができること、それを生で聴けることがどれも当
たり前ではないという事実を、ホールにいる全員が改めて噛
みしめ、かけがえのない時間を心一杯満喫しようとしている、
そんな感覚を覚えた夜だった。

　2021年12月23日、大阪にあるザ・シンフォニーホールで第
210回の定期演奏会が行われた。演奏会の幕開けは、ブラー
ムス作曲「大学祝典序曲　ハ短調　Op.80」。オーケストラ特
有の重厚なサウンドに包まれ、京大オケの音色に引き込まれ
ていった。
　２曲目、ハイドン作曲「交響曲第45番　嬰ヘ短調『告別』」
は、奏者が曲の最後に演奏を終えると１人ずつ退場していく、
という仕掛けが面白い。交響曲というと硬派な印象があるが、

川久保毅さん（理・３）
担当楽器：ビオラ
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⇒真都。さん曰く「プロースタイエプリガタヴリェーニエ」だそうですよ。� （月影はしりませんでした；編）



　オーケストラは屋内でやるものなので、特に大きな影響を
受けたと思います。大学からの活動制限で、団員の３割ぐら
いを占める他大学の学生が活動に参加できなくなってしまっ
たのも大きかったですね。京大生だけでの活動すら出来ない
時期も長く、どうやったら演奏会を成功させられるだろうか
と悩みました。大学とも交渉しながら、様々な制約付きでは
ありますがなんとか練習ができて、演奏会も開催することが
できました。
――演奏会をライブ配信で行うことになりましたが、その準
備はどうでしたか？
　ライブ配信は初めてだったのでそれ自体も大変ですし、演
奏会というのはお客さんがいてこそのものなので、一般のお
客さんに演奏会をやることを知ってもらうための宣伝にも苦
労しました。
――今後の活動に向けての想いを教えてください。
　今回（2021年12月）の演奏会は京大生だけでやることに
なりましたが、いつも他大生の方に支えてもらっている部分
も大きいので、今後の演奏会では他大生の方と一緒にやりた
いですね。それから、一般のお客さんにも会場に来ていただ
きたいですし、なにより演奏会を絶やさないようにしたいと
強く思っています。
――最後に、読者の方々へメッセージをお願いします。
　大勢で一つの目標に向かって努力している団体というのは
あまり多くないと思うので、そういう経験がしたい方はぜひ
京大オケに入っていただきたいと思いますし、歴史ある京大
オケのクオリティの高い演奏会を次回はより多くの方に楽し
んでいただきたいです！

めました。楽器をやりたいという気持ちさえあれば大丈夫で
す。入るときにオーディションがあるわけでもないので、や
りたい楽器をやることができます。
――オーケストラにはどのようなパートがありますか？
　大きく分けると弦楽器、管楽器、打楽器の３つのパートが
あります。弦楽器が入っているのが吹奏楽と違うところです
ね。人数が一番多いので、比較的未経験者が多いパートが弦
楽器です。管楽器は弦楽器より人数が少なく経験者も多いの
で、演奏会に出るための競争が激しいパートです。打楽器は
曲によって必要な人数が変わってきますが、複数の楽器を叩
かないといけないのが大変そうだなと思っています。
――京大オケの歴史を教えてください。
　1916年に創立された日本でも有数の歴史を持つ楽団で、
戦時中も絶やすことなく年に２回の定期演奏会を続けてき
て、2021年12月の演奏会で210回目を迎えました。プロの
音楽家も輩出していますし、ノーベル賞を受賞された本庶佑
先生も所属されていたそうです。長い歴史とその中で積み上
げてきた高い技術が京大オケの魅力です。
――演奏会までの流れを教えてください。
　演奏会の責任者が決まったら、まず最初に指揮をしていた
だく方を決めます。指揮者の先生のスケジュールが埋まって
しまう前にお願いしなければいけないので、演奏会の２年前
ぐらいには決定することになります。実際に演奏する曲を決
めるのは演奏会の３か月前ぐらいで、そこから個人練習や
パートごとの練習を重ね、時には指揮者の先生にも指導して
いただきながら完成度を上げていくという流れです。
――先ほども少し話題に上がりましたが、新型コロナウイル
スの影響を大きく受けたのではないですか？

▲２曲目　交響曲第45番　嬰ヘ短調『告別』　ハイドン作曲
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